
高知カツオ県民会議 第 13回カツオ食文化分科会 議事録 

場 所 (株)丸三会議室 

開催日 H30年 9月 25日 13：30～15：00 

参加者 

(株)丸三 岡内啓明    ㈱ノーベル 木村祐二 

㈱ティーエルホールディングス 久保公晶  高知県調理師連合会 大下正治 

日本航空高知支店 磯村康志   高知県調理師匠庖会 明神靖 

キリンビール株式会社 大石恭三   ㈱エースワン 天羽智彦 

高知商工会議所 西村修一   高知商工会議所女性会 石原文子 

大石宗事務所 大石宗   高知県漁業振興課 田井野清也 

高知県水産流通課 福原一晃   食文化分科会 事務局（丸三） 別府康高 

       合計 14名 

 

（協議事項） 

１．カツオマイスター認定制度案について 

前回会議にて検討を重ねた趣意書、申請書について最終案の取りまとめをおこなった。 

（別紙） 

① カツオマイスター認定制度 趣意書 

② 意義目的、カツオマイスターの認定、認定基準、申請・認定に関すること、その他 

③ 申請書 

④ わたしのカツオに対する思い（様式 1） 

⑤ 推薦状（様式 2） 

 

①趣意書は、カツオマイスターは個人への認定ということを念頭に置いて作成した 

②認定基準にあった費用に関する項目は、申請・認定に関することにまとめて表記した。 

③申請書に、暴力団排除条項を明記することとした 

④わたしのカツオに対する思いと⑤推薦状は、様式を作成した 

 

２．カツオマイスター要点整理にある事項について 

カツオ県民会議の組織存続や、カツオマイスター制度の継承に大きくかかわる事案として考えねばならないことである。 

分科会としては、制度創設の責任はもちろんのこと、高知のカツオブランドの確立のためには、制度の永続が望まし

いとの考えが確認された。そのためには、関係各所の調整はもちろん必要であるが、事務局機能を高知県コンベン

ション協会に置くことを提案したい。なお、初回申請はカツオ県民会議の事務局がある高知広告センターに依頼す

ることもあわせて検討するが、その場合も事業の継続は高知県観光コンベンション協会にお願いしたい。 

 

 

 

【 今後の日程 】 

 １０月２５日（木） １３時半～１５時 食文化分科会 （丸三） 

 

 


